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1on1⽀援ツールKakeai
ご活⽤⽀援のご提案
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株式会社KAKEAI
• 2018年4⽉創業

• パーパス

「あなたがどこで誰と共に⽣きようとも、

あなたの持つ⼈⽣の可能性を絶対に毀損させない。」

• 資本⾦：12億3,824万円（資本準備⾦含む）

• 1on1改善クラウド「Kakeai（カケアイ）」の開発・運営

• ⽇本のみならず、ニューヨーク・ロンドン・シンガポール・

⾹港等でも利⽤されています。

• 属⼈的なコミュニケーションによる⾮⽣産的な状況を変える

複数の特許保有。

Copyright 2022 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved.
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ご⽀援先
• 従業員数名の企業から数万⼈の企業、病院、学校、保育園、

介護施設、飲⾷店、研究施設...あらゆる組織、あらゆる職種

の皆様にご利⽤いただいています。

• ⽇々、数千回の1on1が、1on1改善クラウド「Kakeai（カケ

アイ）」上で実施されています。

伊藤忠商事

⽇本電気

朝⽇新聞社

三菱電機

みずほリサーチ&テクノロジーズ

三井住友DSアセットマネジメント

オムロングループ

⽇⽴ハイテク

三井物産

住友商事

NTTドコモ

JT

INPEX

⽇本郵船

INTEC

BASE

富⼠通

朝⽇⽣命

農林中央⾦庫

リコージャパン

NTTコミュニケーションズ

Toyota Tsusho Asia Pacific

アサヒグループホールディングス

⼤⽇本印刷

保育園

学校

動物園

アミューズメント施設

医療機関

介護施設

建設業

従業員10名未満の企業

…etc.

ご⽀援先企業（⼀部）
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1on1のお取り組みの背景はさまざま

Copyright 2022 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved.



5

1on1のお取り組みの背景はさまざま

Copyright 2022 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved.

対話の必要性
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1on1のお取り組みの背景はさまざま

Copyright 2022 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved.

たしかに、対話をしないよりかは、
対話をした⽅がいいと思うが、
それがどのようなロジックで必要なのか？
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対話の必要性

Copyright 2022 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved.

どういう会社であるべきか エンゲージメントが高い状態

企業の⽅向性やビジョンに共感していることを⽰します。 職務においてやるべ
きことを⾃発的に模索し、⾏動に移す意欲が⼗分にある状態といえます。 組織
への愛着も強まるため、事業課題に対して積極的に取り組む姿勢が⽣まれます。
こうした⼀つひとつの⾏動が、⽣産性の向上をもたらします。

どういうチームであるべきか 心理的安全性が高い状態

質問やアイディアを提案しても受け⽌めてもらえると信じることができ、思い
ついたアイディアや考えを率直に発⾔することができます。 例えば、旧来の⼿
法への提⾔や⾰新的なアイディアについてオープンに話し合える雰囲気がある
組織は、⼼理的安全性が⾼いといえるでしょう。

どういう上司部下であるべきか 信頼関係が構築されている状態

信頼は「信じて頼りにすること」「頼りにできると信じること」を意味します。
双⽅がこのように感じている状態を、信頼関係が築けている状態といえます。
例えば、「部下のAさんに任せておけば安⼼」「先輩のBさんに相談すれば問題
解決の⽷⼝をつかめるはず」などと考えている状態が該当します。

何が必要か 対話をしている状態
必要なコミュニケーションが取れている状態、
コミュニケーション量が⾜りている状態

そのために何をするべきか 1on1の推進
通常の対話は、偶発的に⾏われます。
定期的に1対1の対話の場を設けることにより、
必然的に対話をする機会を組織として仕組みを⽤意すること
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対話の必要性
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しかし理想の対話があってこそ、
1on1の取り組みは効果を発揮する

1on1を⽀援する仕組みがないと、
対話をすることにより、逆効果になることも
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1on1を⽀援する仕組みがないと
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1on1でどういう話を

すればいいかわからない

1on1をやったけど、
良かったか悪かったのか

わからない。

関わり方の工夫の仕方が

わからない
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1on1を⽀援する仕組みがないと
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・その場限りの1on1になる。
・かけている時間に対して効果が⾒えづらい
・上司が、どういう話をするか考えるので、負担感が⼤きい
・メンバーは、受け⾝の状態となり、主体性が育まれない

1on1が定着しない



1on1支援クラウド「Kakeai」とは

11

特に1on1をやったことない、慣れてない管理職や企業に対して

誰でも質の⾼い1on1を実現する仕組みを提供するサービス
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1on1の前 1on1中 1on1の後 1ヶ⽉に1度

〈事前にトピックと求めている対応を選ぶだけ〉
• 部下やメンティーは、⾃分が何を話したいのか

（トピック）と、トピックごとに、相⼿にどんな
対応をの求めているか？（期待する対応）の２つ
を選択しておきます。

• 複数のトピックを選択できます。
• 企業単位で選択肢となるトピックのカスタマイズ

も可能です。
• 事前にメモを書いたり、ファイルの添付も可能で

す。

【頂戴する声】
• 相⼿にはっきり⾔えない要望を選ぶだけで伝えられ
るので、本⾳で話しやすい。

• 1on1の前に少し考えることで、ミーティングの時間
が⽣産的になる。

• こんな話しをしていんだという安⼼感がある。

部下やメンティー

Copyright 2022 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved. 12

1on1｜負担を減らし、対話の質を⾼める
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1on1の前 1on1中 1on1の後 1ヶ⽉に1度

〈事前に軽く⽬を通すだけ〉
• 依頼ミーティングが設定されると、お互いの

OutlookカレンダーやGoogleカレンダーに反映さ
れ、相⼿にはTeamsやSlackやメールでお知らせ
が届きます。

• 特に相⼿が部下の場合「ミーティングを⼊れられ
たはいいけれど、何を話すんだろう。不安だな。
うまく対応できるのか。辞めるとでもいうの
か...」そんな気の重さもあるでしょう。
ミーティングを申し込まれた側には、Kakeaiが３
つのヒントを提⽰します。

上司やメンター

Copyright 2022 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved. 13

1on1｜負担を減らし、対話の質を⾼める
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1on1の前 1on1中 1on1の後 1ヶ⽉に1度

1 求められている対応がわかる。
対応の間違いが減り、質が⾼まる。

上司やメンター
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1on1｜負担を減らし、対話の質を⾼める

〈事前に軽く⽬を通すだけ〉
• 依頼ミーティングが設定されると、お互いの

OutlookカレンダーやGoogleカレンダーに反映さ
れ、相⼿にはTeamsやSlackやメールでお知らせ
が届きます。

• 特に相⼿が部下の場合「ミーティングを⼊れられ
たはいいけれど、何を話すんだろう。不安だな。
うまく対応できるのか。辞めるとでもいうの
か...」そんな気の重さもあるでしょう。
ミーティングを申し込まれた側には、Kakeaiが３
つのヒントを提⽰します。
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1on1の前 1on1中 1on1の後 1ヶ⽉に1度

2 ⾃分⾃⾝が得意なテーマか、
苦⼿なテーマかがわかる。
上司としての⼒の⼊れどころがはっきりする。

上司やメンター
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1on1｜負担を減らし、対話の質を⾼める

〈事前に軽く⽬を通すだけ〉
• 依頼ミーティングが設定されると、お互いの

OutlookカレンダーやGoogleカレンダーに反映さ
れ、相⼿にはTeamsやSlackやメールでお知らせ
が届きます。

• 特に相⼿が部下の場合「ミーティングを⼊れられ
たはいいけれど、何を話すんだろう。不安だな。
うまく対応できるのか。辞めるとでもいうの
か...」そんな気の重さもあるでしょう。
ミーティングを申し込まれた側には、Kakeaiが３
つのヒントを提⽰します。
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1on1の前 1on1中 1on1の後 1ヶ⽉に1度

3 他の会社も含めた、社会のマネ
ジャーのTipsがレコメンドされる！
⾃律的な1on1改善につながる。

上司やメンター
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1on1｜負担を減らし、対話の質を⾼める

〈事前に軽く⽬を通すだけ〉
• 依頼ミーティングが設定されると、お互いの

OutlookカレンダーやGoogleカレンダーに反映さ
れ、相⼿にはTeamsやSlackやメールでお知らせ
が届きます。

• 特に相⼿が部下の場合「ミーティングを⼊れられ
たはいいけれど、何を話すんだろう。不安だな。
うまく対応できるのか。辞めるとでもいうの
か...」そんな気の重さもあるでしょう。
ミーティングを申し込まれた側には、Kakeaiが３
つのヒントを提⽰します。
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1on1の前 1on1中 1on1の後 1ヶ⽉に1度

〈上司⾃⾝が⾏動改善の材料を得る〉
• きちんと対話は相⼿に届いているのか？なんだか

⾃分と会話してもいまいちだと思われているので
はないか？どこをどう変えたらいいだ？こんな⼼
配をされる⽅もいらっしゃるでしょう。

• Kakeaiから、上司やメンターに、⽉に１度Teams
やSlackやメールでデータ（右図）更新のお知らせ
が届きます。

• 部下全体の1on1の傾向や、マネジャーやメンター
⾃⾝の「得意や苦⼿」を表しているグラフです。

• 社会全体の1on1の満⾜度と⽐較も可能です。
【頂戴する声】
• 上司として⾃信を持っていい点、改善しなければな
らない点が明確になり、1on1の改善や⽇常のマネジ
メントの改善に活きている。

• リモートワークでは、関わり⽅のズレに気づきにく
く、関係の修復も難しいが、早めに関わり⽅の調整
に活かせて助かる。

上司やメンター

Copyright 2022 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved. 17

1on1｜負担を減らし、対話の質を⾼める

メンバー1on1後に押下した「すっきり度」に基づくデータは、前⽉にメンバー2⼈以上と1on1を実施していない場合表⽰されませ
ん。また、2⼈以上と実施している場合も、社会全体の傾向を踏まえて表⽰する等、匿名性を担保しています。
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1on1の前 1on1中 1on1の後 1ヶ⽉に1度

〈現場管理職への具体的な⽀援や指導に活かす〉
• 例えば、経営や⼈事、また部⻑や事業部⻑の皆様

にも、⽉に１度TeamsやSlackやメールで、デー
タ（右図）更新のお知らせが届きます。

• 前⽉や過去の1on1実施の状況や、トピックや、求
める対応の傾向を俯瞰的に確認することができま
す。

• 社会全体の傾向と⽐較することもできます。
• 全社、部⾨単位、マネジャー単位でドリルダウン

して確認できます。
【頂戴する声】
• 現場の実態を掴み、具体的で的確な現場管理職⽀

援や、組織ごとの特徴を踏まえた施策検討へつな
げられている。

• 1on1の状態の共有のためのファイルを展開する等
のアナログな対応がなくなり、負担が減ると共に、
改善促進が効果的になった。

• マネジメント層向けの研修を効果的に設計できる
ようになった。コストも減った。

経営・⼈事・現場管理職の上司

Copyright 2022 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved. 18

1on1｜負担を減らし、対話の質を⾼める
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1 ご導入直後には、1時間ほどの説明会を開催し、

1on1に関する研修、KAKEAIの操作方法のレクチャーを実施します。

2 ご導入以降につきましても、貴社担当のサポートメンバーが、

ご利用状況のご報告や、様々なお取り組みのご提案をいたします。

充実したサポート体制

Copyright 2022 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved.
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充実したサポート体制

Copyright 2022 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved.

1on1の実施状況、トピックの選定傾向、職種、年代などの要素からインタビュー対象者を選定し、
弊社にて、インタビュー及び記事の作成をいたします
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展開パターン
• ご利⽤の規模は「上司と部下の2⼈」「ひとつの部署」「会

社・組織全体」とさまざまです。

• また「1on1に問題意識を持っている管理職を、主体性を尊

重して募る」ケースや、「上司や部下以外の、メンターやメ

ンティーとの1on1に使う」というケースも増えています。

展開パターン

2⼈

ひとつの部署

全体

利⽤者を募る

上司部下以外のペア

Copyright 2022 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved.
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Kakeai（カケアイ）は、
1on1ツールの検討をされている企業において、

他の1on1⽀援ツールとの⽐較検討になった場合、100%選定されています。
（2023年2⽉現在）



Appendix
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ある企業の営業部⾨おける、カケアイ利⽤組織と⾮利⽤組織の
売上の前年同⽉⽐（指数）の⽐較

※同⼀市場に対峙する全体約500名の営業部⾨を、250名ずつに分け検証

（利⽤開始後期間）

売上への影響

1on1改善クラウドKakeai（カケアイ）を利⽤して1on1を実施

現場の上司部下にまかせて1on1を実施（当該企業独⾃につくったマニュアルや研修はあり）

Copyright 2022 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved.
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ある企業の営業部⾨おける、Kakeai利⽤組織と⾮利⽤組織の
売上の前年同⽉⽐（指数）の⽐較

※同⼀市場に対峙する全体約500名の営業部⾨を、250名ずつに分け検証

1on1改善クラウドKakeai（カケアイ）を利⽤して1on1を実施

現場の上司部下にまかせて1on1を実施（当該企業独⾃につくったマニュアルや研修はあり）

離職への影響
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